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学位論文内容の要旨

こ の 論 文 は 提 出 者 に よ る 調 査 に よ っ て 得 ら れ た 最 新 の 資 料 に 基 い て 、   イ ラ ン に お け

る 先 カ ン ブ リ ア 代 ～ 前 期 古 生 代 の 地 史 を 完 全 に 修 正 し 、 総 括 し た も の で あ る 。 従 来 、

イ ラ ン に は 基 盤 岩 類 と し て 、 先 カ ン ブ リ ア 代 の 結 晶 質 岩 類 が 広 く 分 布 す る と さ れ て き

た が 、   こ の 研 究 は モ の よ う な 考 え を 完 全 に 否 定 し て い る 。 実 際 、   そ れ ら 基 盤 蚩 顛 の 大

部 分 は カ ン ブ リ ア 系 か 叉 は 下 部 古 生 界 に 属 す べ き も の で あ り 、 部 分 的 に は 上 部 古 生 界

さえも合まれている。  イランに分布する轟も古い地質系統は結品質岩類ではなく、

Iiahar眉 と 呼 ば れ る 非 結 晶 貿 、 非 袞 成 の 上 部 原 生 界 （ エ デ ィ ア カ ラ 時 代 ） で あ る 。

こ の 地 層 は ア ル ポ ル ズ 山 脈 と 北 部 地 域 の 数 ケ 所 に 露 出 し て い る の み で あ り 、 他 の 地 域

には発兒されない。  従って、  この研究は従来イランに存在するとされてきたぃわゆる

゛先カンブリア代剛塊″の存在を否定し、先カンブリア代の地史に新しい知見をもた

らしたものといえる。  また上轟己の新知見は、  イランのみならず近辺のトルコ東南部お

よびアフガニスタンなどにも存在するとされてきた、  ゙ 先カンブリア代剛塊″の存在

についても同様な疑問を提起するものである。  イランには先カンブリア代造山運動は

存在せず、  前期および中・書壹期カレドニア遣山時における遺山運勣による影響を当該

地域の地質は蕨っていることを証明している。

    次に以上の結諭を得るに至った根拠について述べている。提山者は従来調査研究が
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行なわれ、先カンブリア界、下部古生界の露出が良好な10地域において、  6地域で

は7本の斯し‘い独自の柱状図を作成し、  3地域では従来の調査怙粟の再チェッゥを行

った。特に先カンブリア代基盤岩類を構成するとされてきたものが弱変成岩であるこ

とに着目し、  化石の採集に努カした。モの結果、  斯しく多くの化石を採築し、  一部は

自分で鑑定し、  困難なものは内外の専門竃に鑑定を依頼した。それらは胞子、  三葉虫、

古杯類、  海百台などであり、  いずれも先カンブリア代ではなく、  カンブリア紀又はオ

ルドビス紀など前期古生代を示すことを明確にした。唯一非袞成のKahar眉から

採 集 され た 胞 子Acritarchsの仲間 のみが後 期原生代 を示準す る化石で あっ

た。結晶片岩類、花崗岩類などについての絶対年代測定値も先カンブリア代―古生代

境界とされている5缶7千万年より古いものはなく、原岩の時代はともかく、先カン

ブリア代遣山運勘の存在を裏付けるものは全く見出されていない。野外観察もまた以

上の結諭を支持するものであった。先達の多くが結晶質岩類を先カンブリア代のもの

とした根拠のーっは、  モれらが連続的に゛インフラカンブリア系″に覆われていると

いうことであったが、  事実誼下部古生界によって覆われているか、  又強両者が断層関

係にあることを見出した。以上のような事実は提出者の轄論と矛盾するものではなく、

むしろ積極的にそれを支持するデータであるといえる。

    先カンブリア界―古生界境界にっいても詳細な調査・研究を行った。両者の境界は

北部イランに分布するSoltanieh層中によく現われている。  同層は下位から、

  1)Acritarchs（咆 子）を含 む部分、   2）三葉虫 を欠くが 有殻勘拘群を台

  む部分、  3）三葉虫を多数含む部分に分けられる。  どこに境界を置くかにっいては、

  見解が一致していないが、  提出者はそこで助拘恥の大きな分化が起っていることを根

  拠に、  1）と2）の間においている。

    提山者はまた従来同一硯されていたイランの上部先カンブリア界一下部占生界の堆

  積相には2っの異ったタイプがあることを見出した。  ゙ 地向斜″相と縁海相である。

  前 者 は Talesh． Mashhad． Anarakな ど の 地 域 に 発 達 し 、   地 層 は 非

  常に厚く、主に砕屑岩から成る。地殻変鋤・火成作用・袞成f乍用を譲り、野外では多

  く の 捲 曲 ・ 断 層 が 観 寮 さ れ る 。   一 方後 者 は Bazun  Pir． Soltanieh

  山地、Tale呂han．Shir呂esht．Kermanなどの地域でみられ、

  地層が比較的薄く、炭酸塩岩に富む。これらの地域では変成作用・火成作用などはほ

- 46－



と ん ど 認 め ら れ ず 、 静 か な 造 陸 運 動 が 存 在 し た の み で あ る 。 将 来 両 者 の 違 い が 、 プ レ

ー ト テ ク ト ニ ク ス と ど の よ う に 1珂 っ て い る か を 明 ら か に す る こ と が で き れ ば 、   イ ラン

お よ び 近 隣 地 域 の 先 カ ン ブ リ ア 代 後 期 か ら 古 生 代 前 期 に か け て の 、 ひ い て は 後 期 古 生

代 に 至 る 造 構 発 達 史 が よ り 詳 細 に 解 明 さ れ よ う。
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学位論文審査の要旨
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学   位   論   文   題   名

The  Upper  P r oter o z o ic -Lo rrer  Paleozoic  stratigraphy  of   Iran

I ith  r eiarks  on  tectonics,  iag:at isi  and  ie taio rphis:

（ イ ラ ン に お け る 上 部 原 生 界 一 下 部 古 生 界 の 層 序 、   お よ び 関 連 す る

構 造 運 動 ・ 火 成 作 用 ・ 変 成 作 用 ）

従 来 、   イ ラ ン ・ ト ル コ 南 東 部 ・ ア フ ガ ニ ス タ ン な ど に は 一 連 の “ 先 カ ン ブ リ ア 代 剛

塊”が存在し、  モれを構成する古期結晶質岩類が当該地域の基鍵を形成するものとさ

れてきた。

申 請 者 は こ の よ う な 既 成 概 念 に 疑 問 を 持 ち 、   自 国 イ ラ ン の 10地 域 に お い て 詳 細 な

野 外 地 質 調 査 を 行 い 、 得 ら れ た 試 料 に 基 い て き め 細 か い 解 析 を 試 み た 。 そ の 結 果 、 そ

れ ら 古 期 結 晶 質 岩 顛 の 大 部 分 は 先 カ ン ブ リ ア 界 で は な く 、   カ ン ブ リ ア 系 あ る い は 下 部

古 生 界 で あ り 、   一 部 に は 上 部 古 生 界 さ え も 含 ま れ て い る こ と を 見 出 し た 。   申 請 者 は ま

た 、   イ ラ ン に は 地 表 に 分 布 し て い る 地 質 系 統 に 関 す る 限 り 、   先 カ ン ブ リ ア 代 造 山 運 動

の 影 響 を 輩 っ て い る も の は 存 在 せ ず 、   前 期 お よ び 中 ・ 後 期 カ レ ド ニ ア 造 山 時 に お け る

遣 山 運 動 の 影 響 を 受 け た も の が 大 部 分 で あ る こ と を 確 定 し た 。 従 っ て 、   イ ラ ン に お け

る 轟 古 の 地 質 系 統 は 申 請 者 が 主 張 し て い る よ う に 、   “ 先 カ ン ブ リ ア 代 剛 塊 ” を 構 成 す

る 結 晶 質 蚩 類 で は な く 、 Kahar層 と 呼 ば れ る 非 結 晶 質 、   非 変 成 の 上 部 原 生 界 （ エ

デ ィ ア カ ラ 時 代 ） と い う こ と に な る 。 Kahar層 は 従 来 、   上 記 の 結 晶 質 岩 類 を 覆 い 、
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  時代的により新しいとされてきた地層であり、  その分布誼アルボルズ山脈など北部地

域の数カ所に限られていることも今回確認された。

    本研究誼今まで存在するとされてきた、  いわゆる“先カンブリア代剛塊”の存在を

否定し、  構成岩類の時代をより新しいものと修正するなど、  面期的な新知見をもたら

  したものといえる。  この新事実はィランのみならず、  近傍の諸国すなわち、  トルコ’

アフガニスタンなどにおける“先カンブリア代剛塊”の存在にも疑問を提起するもの

であり、  その成果は計り知れぬほど大きぃ。

    申請者は上記の結論に至る過程で長年にわたり精カ的な調査・研究を行った。即ち、

先カ冫ブリア界、  下部占生界が極めて良く露出する10地域のうち、  6地域におぃて

7本の新しい杜状図を作成し、  3地域では従来の調査結果の再チェックを行った。特

に先カ冫・ブリア代基盤岩類を構成すると見なされてきた弱変成岩顛から斯たに多数の

化石を採集し、  その種類を調べた。それらは、胞子、三葉虫、占杯類、海百合、生痘

などであり、  すべて先カンブリア代ではなくカンブリア紀又はオルドビス紀を示準す

るものであった。野外観察の結粟および絶対年代の測定値もまた上記の結諭と矛盾せ

ず、  むしろ積極的にそれを支持するデータであるといえる。

    申請者はまた従来同一視されていたイランの上部先カンブリア界―下部古生界の堆

積層を“地向斜相”と緑海相に二分している。  この2相誼、層厚、構成岩相、各種変

助・変成作用の波及程度・種類などの藷点で大きな違いが認められる。将来両者の違

いが、  プレートテゥ卜ニクスとどのように閲っているかを明らかにすることができれ

ば、  先カ冫゛ブリア代薩期から前期占生代にかけての、  ひいては後期古生代に至る造構

発達史がより詳細に解明されるであろう。

  以上のべたように本論文は綿密な野外地貿調査と室内研究によって得られた最新の

資料に基いて、  イぅニ′および近隣地域における先カンブリア代一前期占生代にかけて

の地史を根底から修正し、  新しく総括したものであり、  その成果は高く評価される。

    1991年12月10日午後に最終試験を行い、  1）提出論文内容にっいての質疑

応答、  2）地貿学一般に対する口頭試問、3）外国語（英語）能カに関する認定など

を試みたが、  いずれも満足すべき結果が得られ合格と判定された。以上により、  審査

員一同は申請者が博士（理学）の学位を受ける1．分な資格があるものと認めた次第で

ある。
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